
京都第一赤十字病院 クリニカル・パス2003.11.01版

ルカニリク ルカニリク ルカニリク ルカニリク ルカニリク ・・・・・ スパスパスパスパスパ

名スパ

来外
師医 医治主

来　外
師護看

棟　病
師護看

― ―

氏名　　　　　　　　　　男・女
心臓カテーテル検査心臓カテーテル検査心臓カテーテル検査心臓カテーテル検査心臓カテーテル検査

感染症：(有・無)（　　　　　　)　HB　（＋、－、未)　HC　（＋、－、未)　RPR（＋、－、未)
糖尿病：(有・無)（内服orｲﾝｽﾘﾝ）
月
日 日　　月　　 日　　月 日　　月　　

経
過

日前査検
間時院入 ）　　　：　　　（

）前査検（日当 ）中査検（日当 ）後査検（日当
室帰 間時 ）　　　：　　　（

日院退
間時院退 ）　　　：　　　（

標目
るきでがとこるけうを査検で態状たし定安に共身心○ いなさこおを症併合るよに査検○ いなが血出○ ）む含マ－トマヘ（

いなが候兆染感○
いなが症栓塞、栓血○

いなが痛胸○

食
事

食示指 可事食□
）昼・朝（食延□

水飲、事食
可りよ後直　

院退、後食朝

時室帰 ( 　：　 ) ( 　：　 )

検
査
・
処
置
・
観
察

温体

拍脈

圧血

状症部胸

便

毛除
部径鼠両□

）左・右（首手□
）左・右（部肘□
クッェチ薬用常□

項事認確
輪指□　　歯義□
鏡眼□　　計時□

□ ﾞﾄﾝﾞﾊﾑｰﾈ
間時尿排

）分　　時　　（
知触脈動

□ 骨橈
背足□ R/ ）　　（
　　　 L ）　（
入挿前術

置留テカ尿導□

　間時施実 ma （9 ）時絡連・時
　　　　　 mp （1 ）時絡連・時

）　　　　　　　　　　（保確管血
）　　　　　　　　　　（位部刺穿

剤薬用使
　　　　（　ンリパヘ□ lm ）
　　　　（ンミタロプ□ lm ）
　　　　（　　剤影造□ lm ）

知触脈動
□ 骨橈
背足□ R/ ）　　（ L ）　（

　 ﾝｲｻﾙﾀｲﾞﾊ 項事記特び及果結、

創検□
）後間時　　（

腫血
）無・有（

血出
）無・有（

知触脈動
( ）背足・骨橈

後創検□
ﾄｯﾟﾊﾝｮｼｸｪﾞｼﾝｲ 用使

注
射
・
内
服

前眠
ンバモア□ 1Ｔ

薬期定
□　続継□ 薬休 ( 昼・朝 )

）　　　　（他□

前室出
スパデ□ 1Ｔ

液輸後査検
去抜後了終□

続継□ ( 箋方処要 )

行
動

浴入□ 度静安
）間時　　（静安上床□ 由自後以
）間時　　（静安対絶□ 由自後以

用使ドンバトスリ
）間時　　（　　　　　
）間時　　（用使ネーシ
）間時　　（用使帯血止

説
明

りよ師医
書画計療診院入□

書意同査検□
りよ師護看

ていつに活生院入□
前査検□ ﾝｮｼｰﾃﾝｴﾘｵ

りよ師医
明説果結査検□
画計療治の後今□

りよ師護看
ていつに養療の後院退□

りよ師剤薬
導指理管剤薬□

日診受来外回次□
日　月　　

追
加
・
備
考

具寝準基□

1 ）内棟・内院（度静安）
）可不・可（理管己自服内　　

2 回　　　圧血） /日
）要不・要（ータニモ図電心　　

3 合場の痛胸）
後前　下舌錠１ンペロトニ　　 21 図電心導誘

下舌回３ンペロトニ　　 51( 隔間分 ) ルーコータクドらな効無で

tP ：応反の

)4 時昇上圧血
期縮収　 081 ㎜ gH 上以
期張拡　 011 ㎜ gH 上以

　 ﾄｰﾗﾞﾀｱ 服内錠１
)5 熱発・痛疼 5.83 上以度
　 ﾝﾚﾀﾙﾞﾎ （坐 52 個１）
)6 　時秘便 ﾞﾄﾆｾﾙﾟﾌ 錠２
)7 　時眠不 ﾝﾞﾊﾓｱ 錠１　

薬院退□
）箋方処要（

期初□ ﾄｯｲﾞﾃｰｵ
アリバ
スン

視巡

名署

05-I25-105-I25-105-I25-105-I25-105-I25-1

（（（（（33333 日間）日間）日間）日間）日間）

栄養士より説明
病名：虚血性心疾患・糖尿病
栄養指導（ベッド訪問）
　　：　　～　　：
医師の指示事項
　心臓病食食塩7g､P/S1～2
　糖尿病食　　　kcal　
　
指導内容
□心臓病食食塩7gの
　食事療法、食品構成
□献立例
管理栄養士



＊入院に関して心配事がありましたらお申し出ください。
＊この表はおよその経過をお知らせしたものです。種々の都合により、
　予定通りではないこともありますので、予めご承知ください。
＊入院費についてはおよその概算額です。検査や手術により金額が変わります。
＊入院に際してこの用紙を必ずお持ちください。 京都第一赤十字病院

2003.11.01版

説明医師

看護師

心臓カテーテル検査を受けられる心臓カテーテル検査を受けられる心臓カテーテル検査を受けられる心臓カテーテル検査を受けられる心臓カテーテル検査を受けられる

　　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　　様へ

月月月月月
日日日日日 日　　月　　 日　　月　　 日　　月　　

経経経経経
過過過過過 日前術手 ）前査検（日当 ）後査検（日当 日院退

食食食食食
事事事事事

んせまりあ限制 りよに間時始開の査検
すまりなに食延□　
すまりなに食絶□　
んせまりあ限制□　

すまめ飲は水　

んせまりあ限制 すまきで院退、後食朝

明説が師護看
すまし

明説が師護看
すまし

処処処処処
置置置置置
・・・・・
観観観観観
察察察察察

を圧血、拍脈、温体
すまり測

が合場う行をり剃毛
すまりあ

、温体に前査検、朝早
すまり測を圧血、拍脈

てい書をドンバムーネ
すまけつに首足

に室査検で子椅車
すまき行

を圧血、拍脈、温体
1～2 すまり測にとご間時

2～3 の位部査検に後間時
すまし認確を傷

を圧血、拍脈、温体
（すまり測 1回/ ）日

を認確の位部査検に朝
すまし

注注注注注
射射射射射
・・・・・
内内内内内
服服服服服

用服を剤眠に前寝就
すまし

に師護看し参持を薬用常※
いさだくし渡お　

の日前査検、は薬おの段普
いさだくてし服内てっ従に示指

に前く行に査検
すまし服内を剤定安

に室病ままたいつが滴点
すまり戻

の後院退りよに態容
すま出が薬お

行行行行行
動動動動動

んせまりあ限制

いさだくてしを髪洗、浴入

せま済をレイトに前査検
、ーリサセクア、計時、歯入

いさだくてし外を鏡眼

いさだくてえ替着に衣寝
）すで構結でマャジパのきあ前（

後査検 2～3 血止で間時
すまし去除をドンバ

るきで、ずせりたいつりたげ曲は首手
いさだくでいなさか動けだ

に静安でまるあが明説、後査検
いさだくてし

すまきでは行歩レイト

、後認確の創の位部査検
んせまりあ限制

説説説説説
明明明明明

明説りよ師医
　 後院入 や査検の

ていつに画計療治　

明説りよ師護看
や置処の後前査検　

ていつに静安　

明説りよ士養栄
　談相養栄の事食　

明説りよ師医
療治の後今と果結査検　

ていつに画計　
）日翌はたま日当術手（

明説りよ師護看
ていつに養療の後院退　

明説りよ師剤薬
ていつに薬　

割３険保 割１人老

￥ 000,36 ￥ 000,32



京都第一赤十字病院 クリニカル・パス2003.11.01版

ルカニリク ルカニリク ルカニリク ルカニリク ルカニリク ・・・・・ スパスパスパスパスパ

名スパ

来外
師医 医治主

来　外
師護看

棟　病
師護看

― ―

氏名　　　　　　　　　　男・女
心臓カテーテル検査心臓カテーテル検査心臓カテーテル検査心臓カテーテル検査心臓カテーテル検査

感染症：(有・無)（　　　　　　)　HB　（＋、－、未)　HC　（＋、－、未)　RPR（＋、－、未)
糖尿病：(有・無)（内服orｲﾝｽﾘﾝ）

月
日 　 日　　月 日　　月　　

経
過

）前査検（日当
間時院入 ）　　：　　（

）中査検（日当 ）後査検（日当
間時室帰 ）　　：　　（

日院退
間時院退 ）　　：　　（

目
標

とこるけうを査検で態状たし定安に共身心○
るきでが

いなさこおを症併合るよに査検○ ○ いなが血出 ）む含マ－トマヘ（
いなが候兆染感○

いなが症栓塞、栓血○
いなが痛胸○

食
事

食延昼 水飲、事食
可りよ後直　

院退、後食朝

時室帰 ( 　：　 ) ( 　：　 )

検
査
・
処
置
・
観
察

温体

拍脈

圧血
症部胸
状

便

毛除
）左・右（首手□

クッェチ薬用常□

項事認確
輪指□　　歯義□
鏡眼□　　計時□

□ ﾞﾄﾝﾞﾊﾑｰﾈ
間時尿排

）分　　時　　（
知触脈動

□ ）　　　　（骨橈

　間時施実 mp （1 ）時絡連・時

）　　　　　　　　　　（保確管血
）　　　　　　　　　　（位部刺穿

剤薬用使
　　　　（　ンリパヘ□ lm ）
　　　　（ンミタロプ□ lm ）
　　　　（　　剤影造□ lm ）

知触脈動
□ 骨橈
背足□ R/ ）　　（ L ）　（

　 ﾝｲｻﾙﾀｲﾞﾊ 項事記特び及果結、

創検□
）後間時　　（

腫血
）無・有（

血出
）無・有（

知触脈動
( ）背足・骨橈

後創検□
ﾄｯﾟﾊﾝｮｼｸｪﾞｼﾝｲ 用使

注
射
・
内
服

薬期定
□　続継□ 薬休 (昼)　 ）　　　　（他□

前室出
スパデ□ 1Ｔ

液輸後査検
去抜後了終□

）箋方処要（続継□

行
動

度静安
静安上床 　 ）間時　　（

由自後以　　　　　　　　

用使ドンバトスリ
）間時　　（　　　　　
）間時　　（用使ネーシ

説
明

りよ師医
書画計療診院入□

書意同査検□

りよ師護看
ていつに活生院入□

前査検□ ﾝｮｼｰﾃﾝｴﾘｵ

りよ師医
明説果結査検□
画計療治の後今□

りよ師護看
ていつに養療の後院退□

りよ師剤薬
導指理管剤薬□

日診受来外回次□
日　月　　

追
加
・
備
考

）内棟・内院（度静安）１
）可不・可（理管己自服内　　

回　　　圧血）２ /日
）要不・要（ータニモ図電心　　

合場の痛胸）３
　　 ﾝﾟﾍﾛﾄﾆ 後前　下舌錠１ 21 図電心導誘
　　 ﾝﾟﾍﾛﾄﾆ 下舌回３ 51( 隔間分 )で

らな効無　　 ﾙｰｺｰﾀｸﾞﾄ

tP ：応反の 4 時昇上圧血）
期縮収　 081 ㎜ gH 上以
期張拡　 011 ㎜ gH 上以

　 ﾄｰﾗﾞﾀｱ 服内錠１
)5 熱発・痛疼 5.83 上以度
　 ﾝﾚﾀﾙﾞﾎ （坐 52 個１）
)6 　時秘便 ﾞﾄﾆｾﾙﾟﾌ 錠２
)7 　時眠不 ﾝﾞﾊﾓｱ 錠１　

薬院退□
）箋方処要（

期初□　　具寝準基□ ﾄｯｲﾞﾃｰｵ

アリバ
スン

視巡

名署

05-I25-205-I25-205-I25-205-I25-205-I25-2

（（（（（22222 日間）日間）日間）日間）日間）



＊入院に関して心配事がありましたらお申し出ください。
＊この表はおよその経過をお知らせしたものです。種々の都合により、
　予定通りではないこともありますので、予めご承知ください。
＊入院費についてはおよその概算額です。検査や手術により金額が変わります。
＊入院に際してこの用紙を必ずお持ちください。 京都第一赤十字病院

2003.11.01版

説明医師

看護師

心臓カテーテル検査を受けられる心臓カテーテル検査を受けられる心臓カテーテル検査を受けられる心臓カテーテル検査を受けられる心臓カテーテル検査を受けられる

　　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　　様へ

月月月月月
日日日日日 　 日　　月 日　　月　　

経経経経経
過過過過過 ）前査検（日当 ）後査検（日当 日院退

食食食食食
事事事事事

すまりなに食延 んせまりあ限制 すまきで院退、後食朝

処処処処処
置置置置置
・・・・・
観観観観観
察察察察察

すまり測を圧血、拍脈、温体

すまりあが合場う行をり剃毛

つに首足てい書を名氏にドンバムーネ
いさだくてけ

すまき行に室査検で子椅車

を圧血、拍脈、温体
1～2 すまり測にとご間時

すまし迫圧で具用を首手

2～3 を傷の位部査検に後間時
すまし認確

を圧血、拍脈、温体
（すまり測 1回/ ）日

を認確の位部査検に朝
すまし

注注注注注
射射射射射
・・・・・
内内内内内
服服服服服

に師護看し参持を薬用常※
いさだくし渡お　

の日前査検、は薬おの段普
いさだくてし服内てっ従に示指

に前く行に査検
すまし服内を剤定安

に室病ままたいつが滴点
すまり戻

）すまし去抜後了終（

おを薬おの後院退りよに態容
すましし渡

行行行行行
動動動動動

せま済をレイトに前査検
、ーリサセクア、アュキニマ、計時、歯入

いさだくてし外を鏡眼、りとを粧化お

いさだくてえ替着に衣寝
( すで構結でマャジパのきあ前 )

後査検 2～3 をドンバ血止で間時
すまし去除

ずせりたいつりたげ曲を首手（
でいなさか動けだるきで　

）いさだく　

すまきでは行歩レイト

、後認確の創の位部査検
んせまりあ限制

説説説説説
明明明明明

明説りよ師医
　 後院入 や査検の ていつに画計療治

明説りよ師護看
ていつに静安や置処の後前査検　

明説りよ師医
療治の後今と果結査検　

ていつに画計　
）日翌はたま日当査検（

明説りよ師護看
ていつに養療の後院退　

明説りよ師剤薬
ていつに薬　

(2(2(2(2(2 日間入院）日間入院）日間入院）日間入院）日間入院）

割３険保 割１人老

￥ 000,75 ￥ 000,02


